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エ ドゥアー ル ・マ ネ 《自画像 》（下）

島田紀夫

〈ベ ラス ケス 《ラス ・メニ ナス》〉

フ ラ ンス の思 想家 ミシェ ル ・フー コーは そ の主

著 『言葉 と物― 人 文科学 の考 古 学』（1966年） の な

か で、古 典 主 義時 代(フ ー コー に よれ ば17世 紀 か

ら18世 紀 に か け て の150年 間 ） の表 象 の シ ス テ ム

と して 、文学 で はセ ルバ ンテス作 『ドン・キホ ーテ』

第二 部 （1615年）を、美術 で はベ ラス ケス作 《ラス ・

メニナ ス》 （fig.1、1656年、 プラ ド美術 館 ） を、 そ

れ ぞれ挙 げて い る。 『言葉 と物』 の 冒頭が 《ラス ・

メニ ナス 》 の精緻 な分析 で は じまっ てい るの は周

知 の とお り。

ベ ラ スケ ス作 《ラス ・メニ ナス 》 は、画 家 ベ ラ

スケ スが 国 王夫 妻 の 肖像 画 を制作 してい る ところ

に、王 女マ ル ガ リー タが侍 女 た ち(ラ ス ・メニナ ス）

を ともな って挨 拶 に来 た場 面 を描 い て い る。 しか

し、 国王 夫 妻 の姿 は、 画面 の 中央 にあ る鏡 の なか

に しか描 かれ て い ない。 国王 夫妻 は画面 の外 に立

ってい る わ けだ が、 フ ー コー に よれ ば、 この場 所

こそ コンポ ジシ ョンの ま こ との 中心 であ る。

この 中心 は、 きわめ て象 徴 的 な こ とだが、 実

際 に至 上 の ものな の だ。 中心 を 占め てい る のが

国王 フ ェ リペ4世 と王 妃 だか らで あ る。 だが と

りわけ それ が至 上 の もの で あ るの は、絵 との 関

係 で そ れが 演 ず る三重 の 機 能 に よる。 つ ま り、

描 かれ て い る瞬 間の モ デル の視 線、 場 面 を見 つ

め てい る鑑 賞 者 の視 線 、そ してそ の絵(表 象 さ

れ て い る絵 で は な く、 われ わ れの ま え にあ って、

fig.1

デ ィエ ゴ ・ベ ラ ス ケ ス 《ラ ス ・メ ニ ナ ス 》

1656年 、 プラ ド美術館

われ われが それ につ いて語 って い る ところの絵 ）

を創作 してい る瞬 間 の画 家 の視線 が 、正 確 に重

な りあ うにい た るの は、 まさ しくそ こに おい て

だ か らだ。1）

フ ー コー に よれ ば、 この 「王 の場 所 」 に実 際 に

王 が存 在 してい な くて も、 この絵 が 存 在 して い る

こ とが重 要 であ る。 この絵 の なか に は、モ デル(国

王 夫妻 ） と画 家(ベ ラスケ ス） と鑑 賞者(私 た ち）

の 視線 を表象 化 す る形象 が 描 かれ て い る。つ ま り、

鏡 の なか の 反映(画 面 中央 ） と、 パ レッ トを手 に

して カ ンヴ ァス の前 に立 つ画 家の 姿(画 面左 端 ）と、

部 屋 の入 口に立 つ訪 問 者 の姿(画 面右 端 ） と、 で

あ る。画 面 の なか の形 象 は、外 部 に立つ 「至 上 の

もの 」 であ る王 が不 在 で あ って も、存 在 す る。 画

面 内部 に表 象 され て い る もの の 関係(表 象 関係 ）

だ けで絵 画が 自律 的 に成立 して い る とす れ ば、《ラ

ス ・メニ ナス》 は近代 絵 画 と して の先駆 的 な位 置

を しめ て い る こ とにな るだ ろ う。 しか し、 この絵

の なか に、 「古 典 主義 時代 にお け る表 象 関係 の表

象 の よ うな もの 、そ してそ う した 表象 の ひ ら く空

間の定 義 が あ る」 とす れ ば、不 在 とい うか たち で

王 の存 在 が想 定 されて い る こ とも無視 す る わけ に

はい か ない 。 この王 は、そ の王 権 を神 か ら授 け ら

れた存 在 であ る(王 権神 授説 ）。

《ラス ・メ ニ ナ ス》 が 成 立 す る場 所 は、 神 の 代

理 人 （至 上 の もの ） と しての 虚構 の 王 と、 そ の王

を表象 す る絵 画 を制作 す る現 実 の 画 家 とが、 「瞬

く間にい わば際 限 もな く交 代 して い く両義 的場 所」

で あ る。 そ して、 この場所 の最 終 的 な主 人公 は鑑

賞 者 自身に ほか な らない。 フー コー に よれ ば、 こ

の鑑 賞者 こそ近 代 的 な意 味で の 「人 間」 の登 場 で

あ る。

バ ロ ック時代 の絵 画 作 品 は、表 象 と思 考 の 中心

的存 在 で あ った神 と王 が 、 その位 置 を人 間に譲 り

渡す 時期 に制作 され てい る。 そ こで は古 典 主義 的

要素 とバ ロ ッ ク的要素 が 混在 して い るだ けで な く、

ルネサ ンス時 代 のエ ピステ ー メー と近代 的 なエ ピ

ス テー メー とが交 錯 して い るので あ る。

〈フ ァンタ ン=ラ トゥー ルの 自画像 〉

マ ネ を 「パ リのベ ラスケ ス」 と して称 賛す る意

図 を もって 制作 され た作 品が あ る。1865年 にマ ド

リー ドか ら フ ァ ンタ ン=ラ トゥー ル宛 に 出 した 手

紙 の な かで マ ネが ベ ラス ケス ベ ラ を称 賛 してい た
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こ とはす でに述 べ たが2）、 その フ ァ ンタ ン＝ラ トゥ

ールが 描い た 《バ テ ィニ ョールの ア トリエ 》 （fig
.2、

1870年 のサ ロ ン入 選 、 オル セ ー美術 館 ） が その作

品で あ る。ベ ラス ケス 《ラス ・メニ ナス 》 の なか

の画家 はカ ンヴ ァス を前 に して立 って い るが、 こ

こで は画 家 は カ ンヴ ァス を前 に して座 って い る。

しか し、左 手 にパ レ ッ トを もち右 手 に絵 筆 を握 る

ポー ズ は同一 で あ る。 また、両 作 品 とも舞台 は 画

家 の仕 事 場(ア トリエ ）で 、画 家 の周 りに は、 制

作 中の 現 場 を訪 れ た王 女 と女 官 た ち(《 ラ ス ・メ

ニ ナス 》）、 あ るい は画 家 の 友 人 た ち(《 バ テ ィニ

ョー ルの ア トリエ》） が い る。 フ ァ ンタ ン＝ラ トゥ

ールが 《バ テ ィニ ョー ルの ア トリエ》 を制 作 した

と き、 ベ ラス ケ ス の 《ラス ・メニ ナス 》 が念頭 に

あ った こ とは疑 い得 ない 。

周 知 の よ う に フ ァ ンタ ン＝ラ トゥー ル は芸 術 家

の集 団 肖像画 を5点 残 して い る。最初 の作 品 は 《ド

ラク ロワ礼賛 》 （fig.3、1864年の サ ロ ン入選 、 オル

セー 美術 館 ）、2番 目は 《乾 杯 （真 実礼 賛 ）》(1865

年 のサ ロ ン入選 後 、破 棄）、3番 目が 《バ テ ィニ ョ
ールの ア トリエ 》

、4番 目は 《テー ブ ルの隅 》(1872

年 のサ ロ ン入 選 、 オル セ ー美術 館 ）。5番 目は 《ピ

アノの 周 りで》(1885年 のサ ロン入選 、 ジ ュ ・ド ・

ポ ム美術 館 ）。

最 初 の作 品 《ドラ クロ ワ礼 賛 》 は1864年 に制作

され た。前 年 に亡 くな った ドラ クロ ワの 肖像 画 を

中心 に、画 面 に 向か っ て右側 前 列 に座 る批 評 家 シ

ャ ンフル ー リ(1821-1889） と詩 人 ボ ー ドレー ル

(182-1867） 、 そ の 間 に 立 つ マ ネ、 右 端 に画 家 の

ブラ ックモ ン(1833-1914） と ド・バ ル ロ ワ （1828

-1873）
。左 側 に立つ ホ イ ッス ラー(1834-1903）

とル グ ロ(1837-1911） 、 そ の 間 で 座 って い る よ

うに見 え る フ ァ ン タ ン＝ラ トゥー ル 自身 。左 端 に

座 る批 評家 デ ュ ラ ンテ ィ(1833-1880） と立つ 画

家 コル デ ィエ(1823－ 不 明）。

この作 品 の右 側 に は、 ドラ クロ ワ を賞 賛 した批

評 家(シ ャン フルー リ とボー ドレール）と画 家 （マ

ネ）、左 側 に は ドラ ク ロ ワ を賞 賛 す る画 家(ホ イ

ッス ラー とル グ ロ と フ ァ ンタ ン＝ラ トゥー ル ） と

が相 対 して い る。美 術 史家 ア ンリ ・フ ォシ ヨンは

『19世紀 と20世 紀 の美 術 － レア リス ム か らわ れ わ

れ の時代 まで』（1928年） の なかで 、1863年 のい わ

ゆる 「落選 者 展」 の 意義 を強 調 し、 マ ネ と 「落選

者 た ち」 を 「1863年 の グル ー プ」 と呼 ん だ3)。そ

の な か に フ ァ ン タ ン＝ラ トゥー ル とル グ ロ とホ イ

ッス ラー がい た が、 か れ らはす で に 「3人 組 」 を

形成 してい た。

『マ ネ の モ ダ ニ ズ ム、 あ る い は1860年 代 の 顔 』

(1996年 ） を著 した マ イ ケ ル ・フ リー ドもマ ネ を

ふ くむ この3人 を 「1863年 の 世代 」 と名 付 け た4）。

フ リ ー ドに よれ ば、「1863年 の世 代 」 の画 家 た ち

は クー ルベ の レア リス ム と印象派 の レア リス ムの

中間 に位 置 す る。 ク ール ベ の レア リス ム とは、 観

者(最 初 の観 者 は画 家 自身で あ る） は壁 や幕 な ど

に遮 られ る こ とな く画 面 の なか に入 り込 み 、 いわ

ば絵 画 と肉体 的 に結 合 す る こ とがで きる。 そ こで

クー ルベ を 「肉体 の レア リス ム」 と呼 び、視 覚(具

体 的 には眼 ）に 固執 した印象 派 を「眼 の レア リスム」

と呼 んで 区 別 した5)。印 象 派 の場 合 に は、作 品 の

なか に入 り込 む ので は な く、作 品 の前 で作 品 を鑑

賞 す る観 者 を想 定 してい る。

フ リー ドは フ ァ ン タ ン＝ラ トゥー ルの 自画像 に

関 して、 クー ルベ 流 の 「肉体 の レア リス ム」 と印

象 派流 の 「眼 の レア リスム」 とが混 在 してい る こ

と を指摘 した6)。そ の 顕 著 な作 例 が 《ドラ ク ロ ワ

礼 賛 》 で あ る。 この作 品 の なか で、 白い衣 装 をつ

け た フ ァ ンタ ン＝ラ トゥー ル以外 の人物(モ デ ル）

は、 現実 世 界 で当 時 の人 た ちが 実際 に 見 てい た通

りの容姿 と同 じ姿 形 を して い る。 た とえ ば、前 景

で座 るシ ャ ン フルー リの 容姿 は、 当時 の人 た ちが

fig.2

フ ァ ン タ ン=ラ ト ゥー ル 《バ テ ィ ニ ョ ー ル の ア トリ エ 》

1870年 、 オ ル セ ー 美 術 館

fig.3

フ ァ ン タ ン＝ラ トゥ ー ル 《ド ラ ク ロ ワ礼 賛 》1864年 、 オ

ル セ ー 美 術 館
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自分 の 眼で 見 てい た シ ャ ンフル ー リの姿 形 の ま ま

で あ る。つ ま り、 現実 世 界 での シ ャ ンフ ルー リの

右 手 は絵 画 の なかで も右 手 と して 表現 され、左 手

は左手 と して表 現 され て い る。 ところが 、 フ ァ ン

タ ン＝ラ トゥール 自身 の容 姿 だ けは 、現 実 世 界 の

左 右 が 反転 して表現 され て い る。 画 面 のな か の フ

ァ ンタ ン＝ラ トゥー ル は右 手 にパ レ ッ トを持 って

い るの で あ る(左 手 はホ イ ッス ラ ーの衣 装 に 隠れ

て 見 えな い）。 フ ァン タ ン＝ラ トゥー ルは右 利 きで

あ る と信 じ られ てい るので、 現 実世 界 で は、左 手

にパ レッ トを持 ち右 手 に絵 筆 を握 っ てい た はず だ。

画 面 にお け る この反 転 表 現 は、 フ ァ ン タ ン＝ラ ト

ゥールが 鏡 に 映 った像 （鏡 像 ） をそ の ま ま画 面 に

再現 した結 果 で ある。

フ リー ドの 考 えに従 え ば、 フ ァン タ ン＝ラ トゥ

ー ル以外 の人 物(モ デ ル） は現 実世 界 の人 物 の左

右 の構 造 を保 持 してい るの で、 私 た ち観者 が作 品

の世界 に侵入 した と して も、少 な く とも左 右 の構

造 で戸 惑 う こ とは ない 。 この絵 の なか で は ファ ン

タ ン＝ラ トゥー ルの 容 姿 だ けが 異 空 間 に い る人 物

の ように見 える。何 故 こ うい う奇妙 な事 態 が生 じ

た のか 。 それ は、 鏡 に写 った 自分 の像(鏡 像） を、

自分 の眼 で見 た 通 りに 画 面 に 忠 実 に再 現 した か

らで あ る。 フ ァ ンタ ン＝ラ トゥー ル以外 の人物 は、

当時 の人 た ちが 自分 の 眼 で見 てい た 人物 の姿 形 が

その まま表現 され て い る。 た とえば シ ャ ンフ ルー

リの 上着 は、右 襟 の上 に左 襟 が重 ね られ てい る(い

わ ゆ る 「男合 わせ 」）。 と ころ が、 フ ァ ン タ ン＝ラ

トゥール の襟 は 「男合 わせ 」 とは逆 にな って い る。

フ ァン タン＝ラ トゥー ルの姿 形 だけが鏡 像 なの だ。

床 か ら垂 直 に、人 物 と平行 に置 か れた鏡 は、 そ

の前 に立 つ 人物 の姿 形 を現 実世 界 と左 右 を反 転 し

て映 す。 もち ろん、 人物 だけ で な くす べ て の もの

を左右 反転 して映 してい る。 人 間の顔 面 は 鼻 の垂

直軸 を中心 に して左 右 が ほ ぼ対称 だか ら、 一見 し

た ところ で は奇異 には思 わ な い。 しか し、 熟視 す

る と左 右 が反 転 して い る こ とが わか る。 この鏡像

(鏡に 映 っ た 自分 の顔 面 ） は、 他 人 が 自分 を見 た

と きの顔 面 の イ メー ジ とは異 なる。 ミシ ェル ・デ

ヴ ォー は 『不 実 な る 鏡 』(1996年 ） の な か で、 ア

ンデ ィー ・ウ ォーホ ルの 次 の言 葉 を引 用 して い る。

「私 が 鏡 に眼 をや る と き、 私 に わ か るの は、他 人

が 私 を見 る よ うに私 は私 を見 てい な い、 とい うこ

とだ けで あ る」7)。

フ ァ ン タ ン＝ラ トゥ ー ル は、 鏡 像 が 現 実 世 界

を左 右 反 転 して 映 して い る こ とに気 づ い て いた 。

1860年 前 後 に 描 か れ た油 彩 と素 描 に よ る 自 画像

(単身像 ）では鏡 像 をそ の まま画面 に再 現 してい る。

た とえ ば、油彩 の 《23歳の 自画像 》 （fig.4、1859年、

グル ノーブ ル美術館 ） とか素描 の 《自画 像》(1860

年 頃、 ル ー ヴル美 術館 ） な ど。 ここで は画 家 は左

手 に絵筆 あ るい はペ ンを握 ってい るの であ る。

マ イケ ル ・フ リー ドが指 摘 す る よ う に8)、批 評

家 ル イ ・ル ロ ワが 風 刺 雑 誌 『ル ・シ ャ リ ヴ ァ リ』

の1861年 のサ ロ ン評(官 設展 覧 会 の批 評 ） で取 り

上 げ る ほ ど、 フ ァ ン タ ン＝ラ トゥー ル の 自画 像 は

奇異 な もの に見 えた の だ。批 評家 ルイ ・ルロ ワが

1874年4月25日 付 けの風 刺雑 誌 『ル ・シ ャ リヴ ァリ』

に掲 載 した 「印象 派画 家 た ちの展 覧 会 」 とい う展

覧 会評 に よって 、印 象派 とい う言葉 が 世 に広 め ら

れ る きっか け にな った こ とは よ く知 られ て い る9)。

そ の展 覧会 評 で ル イ ・ル ロ ワは、 ヴ ァ ンサ ン とい

う架 空 の画家 と筆者(ル イ ・ル ロワ） との対 話 形

式 で 出 品作 品 を批 評 して い るの だが 、1861年 の サ

ロ ン評 で も同 じ よう な対 話形 式 で フ ァ ン タ ン＝ラ

トゥー ルの作 品 に触 れ てい る。

バ ルボ 「－ やあ 、驚 い た。 非常 に気 難 しい顔

を した画 家が い る。」

ウスパ ン 「－ しか も、左 利 きだ。」

(『ル ・シ ャ リヴ ァリ』1861年6月10日(月 曜 日）10）

〈左 右 反転 の 自画像 〉

フ リー ドに よれ ば、 「描 い てい る さな か の 画家

が 鏡 に映 し出 され た 自己の イ メ ージ を左右 反 転 の

ま ま 肖像 化 す る」 よう にな るの は1860年 頃 か らで

あ る11)。先 に 引 用 した タバ ラ ン の文 章 に も、 「画

家 た ちの ア トリエ(画 室） で は鏡 を用 いた この さ

さや か な遊 び は高 く評 価 され て い た 」、 とい う一

節 が あ った12)。目が 見 た ま まの 現実 の光 景 を画 面

に再 現 し よう とす れ ば、 鏡 に映 っ た左右 反 転 した

fig.4

フ ァ ン タ ン=ラ トゥー ル 《23歳 の 自画 像 》

1859年 、 グル ノー ブ ル美 術 館
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姿 を画 面 にそ の ま ま(左 右 反 転 した ま ま） 描 か な

け れ ばな らない。 マ ネ は1880年 頃 に 自画像 を制 作

しよ う と思 い 立 った と き、20年 ほ ど前 に はや って

い た鏡像 に よる 自画像 に取 り組 ん だの で あ る。 し

か し、西 洋絵 画 の なか で 自画 像 の歴 史 を た どる と、

左 右 反転 した鏡 像 が ないわ けで は ない。

ベ ラス ケス が 《ラス ・メニナ ス》(1656年 ） を制

作 した とき よ り少 し前 、1650年 頃 に、 フ ラ ンス の

古 典 主義 絵 画 を確 立 した ニ コ ラ ・プサ ン(1593-

1665） は2点 の 自画 像 を描 い た。1650年 の年 記 が

あ る 《自画像 》(ル ー ヴル美 術館 ） は友 人で保 護者

だ った シ ャン トル ーに贈 られた。その前 年(1649年 ）

に描 か れ た もう1点 の 《自画像 》(fig .5、ベ ル リン

国立 美術 館 ） は鏡 像 であ る。 そ の理 由 は、 画 中の

画家 が左 手 に ペ ン を持 って い るか らで あ る。 しか

し、 このペ ンは絵 を描 くため の もの で は な く、 著

述 す る ため の もの で あ る。 左 手 で支 え てい るの は

カ ンヴ ァスで はな く本(芸 術理 論書 ） であ る。

フ ラ ンス革 命(1789年 ）以 前 にす で に フ ラ ンス

絵 画 にお け る新 古 典 主義 の理 想 を実 現 してい た ジ

ャ ック ・ル イ ・ダ ヴ ィ ッ ド(1748-1825） は、 ジ

ャコバ ン派 の指 導者 ロベ ス ピエ ー ル に心 酔 し、 国

民 議 会 の議 長 を務 め た。 しか し、 ロベ ス ピエ ール

の失 脚 す るの に と もな い逮 捕 され、1794年8月2日

か ら12月28日 までの あ い だ リュ クサ ンブー ル宮 の

監 獄 に収 監 された。 獄 中 で 《リュ クサ ンブ ー ル庭

園の眺 め》(ル ー ヴル美術 館 ） と 《自画像 》(fig.6、

ルー ヴ ル美術 館 ） を残 す。 前者 は印象 派 に近 い 写

実 的 な手 法 で描 か れた風 景 画 、後 者 は鏡 に 映 った

自分 の 姿 形 を そ の ま ま(つ ま り左 右 反 転 の ま ま）

描 い た 肖像 画(自 画 像） で あ る。 画 中の 画家 は、

左手 に絵 筆 を握 り右手 にパ レ ッ トを持 つ。

古 典 主 義風 の い わゆ る物 語 画(歴 史 画） 的風 景

画 を扱 い なが ら印象 派 を予告 す る ような風 景 画 も

描 い た カ ミー ユ ・コ ロ ー(1796-1875） は2点 の

自画像 を残 して い る。 そ して、 この2点 は 明 らか

に鏡 像 で あ る。最 初 の 自画像(fig.7、 ル ー ヴル美

術 館 ） は、1825年 に初 め て イ タ リアに遊 学 す る直

前 に、画 家 の姿 を手元 に置 いて お きた い とい う両

親の 希望 をか な える 目的 で制 作 された。 右 手 にパ

レ ッ トと支 え棒 をか か えて い るが、左 手 はキ ャ ン

バ ス に 隠れ て見 えな い。右 襟 が左 襟 の上 に重 な っ

て い る(「 男 合 わ せ 」 の 逆 ）。2番 目の 自画 像(ウ

フ ィ ツ ィ美 術館 ） は1840年 頃の 制作 。1872年 、 フ

ィレ ンツ ェの ウ フ ィツ ィ美 術館 の 自画像 コ レクシ

ョンか らの 申 し出 に対 し、30年 以 上前 の この作 品

を コロ ーは寄 贈 した。絵 筆 を握 って い る左 手 は見

える が、 パ レッ トを支 え る右 手 は見 え ない。 首 か

ら黒 い リボ ンの よ うな もの が垂 れ 下が って い るの

で 襟 の合 わせ 方 もわか らない。 背景 の緑色 が か っ

た オ リー ヴ色 は ダヴ ィッ ドの 《自画像 》を思 わせ る。

モ ネや ル ノ ワール が 印象 派 の グル ー プ展 を開 く

前 の1860年 代 、彼 ら と親 し く交 わ って い た フ レデ

リ ッ ク ・バ ジ ー ル(1841-1870） は、1865年 か

ら67年 頃 の あ い だ に 《パ レ ッ トを持 った 自画 像 》

(fig.8、アー ト ・イ ンス テ ィテュ ー ト ・オ ヴ ・シカ

ゴ） を描 いた。 左 手 に絵 筆 を握 り、 右 手 にパ レ ッ

トと支 え棒 を持つ 。 フ ァ ンタ ン＝ラ トゥー ルの 《バ

テ ィニ ョール の ア トリエ 》 の右端 に描 かれ たバ ジ

ー ル像 よ り、 この 自画 像 の方 が本 人 の顔 貌 に近 い

ら しい。フ ァ ンタ ン＝ラ トゥール の《23歳の 自画像 》

(fig.4、1859年 、 グル ノーブ ル美術館 ） との関連 を

指摘 す る人 もい る。

マ ネ が2点 の 鏡 像 に よ る 自画 像 を描 い た の は

1878-79頃 で あ る。 マ ネ の死 後(1883年 ） に も鏡

像 に よる 自画 像 を描 い た画家 た ちが い る。 ポ ス ト

印象 派 と通 称 され る ことに な る ゴー ガ ン とゴ ッホ

とセザ ンヌで あ る。 ゴー ガ ンが株 式 仲 買商 ベ ル タ

fig.5

ニ コ ラ ・プサ ン 《自画 像 》

1649年 、 ベ ル リ ン 国 立 美術 館

fig.6

ジ ャ ック ・ル イ ・ダ ヴ ィ ッ ド

《自画 像 》1794年 、

ル ー ヴル 美 術 館

fig.7

カ ミーユ ・コ ロ ー 《自画 像 》

1825年 、 ル ー ヴ ル 美 術 館

fig.8

フ レデ リ ッ ク ・バ ジ ー ル

《パ レ ッ トを持 っ た 自画 像 》

1865-67年 頃 、 ア ー ト ・イ

ン ス テ ィテ ユ ー ト ・オ ヴ ・

シ カ ゴ
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ンの店 を辞 め(1883年 ）、 初 めて ブル ター ニ ュ 地

方 を訪 れ る(1886年 ） まで の あい だ に描 い た 自画

像 （《カ ン ヴ ァス の前 の 自画 像 》 あ るい は 《パ レ

ッ トを持 つ 自画像 》(fig.9、 ベ ル ン、個 人蔵 ） は、

鏡像 に よる作 品 であ る。 画面 の左 辺 にわず か に見

える キ ャ ンバ ス を前 に 、画 家 はキ ャンバ ス と反対

方 向 の右 側 に視線 を向 け る。 たぶ ん そ こに鏡 が あ

るの だ ろ う。絵 筆 は左 手 に握 るが 、パ レ ッ トを持

つ右 手 は見 え ない。 右 襟 は左 襟 の上 に重 な っ てい

る(「 男合 わせ 」 の逆）。

ゴ ッホ はパ リ時代(1886-1888年)に30点 ちか

い 自画 像 を描 い た。最 後 に描 いた 自画 像 《イーゼ

ルの前 の 自画像 》 （fig.10、1888年 、 国立 ゴ ッホ美

術館 ） で は、 画家 は画面 右 辺 にあ る イー ゼ ル を前

に して立 つ。 右 手で パ レ ッ トを持 つ が、左 手 はイ

ーゼ ル の陰 に な って見 えない 。上 着 の左 襟が 右 襟

の上 に重 な り、 こ こで は 「男合 わせ 」 に なっ てい

る。 アル ル時 代(1888-1889年 ） に ゴー ガ ン と別

れ てす ぐに描 い た数 点の 《包帯 を巻 いた 自画像 》は、

包 帯 を巻 い た耳 と襟 の重 ね 合 わせ 具合 か ら鏡 像 で

あ る こ とが 明 白で あ る。 ゴ ッホ の 《イー ゼ ルの前

fig.9

ポ ー ル ・ゴ ー ガ ン 《カ ン ヴ ァ

ス の前 の 自画 像 》あ る い は 《パ

レ ッ トを 持 つ 自 画 像 》1883-

1886年 頃 、 ベ ル ン、 個 人 蔵

fig.10

フ ィ ン セ ン ト ・フ ァ ン ・ゴ

ッ ホ

《イ ー ゼ ル の 前 の 自 画 像 》

1888年 、 国立 ゴ ッホ 美 術 館

の 自画像 》 の構 図 の源 泉 と して ル ー ヴル美術 館 に

あ る レンブ ラ ン トの 《イー ゼル の前 の画家 の 肖像》

が指 摘 されて い るが 、 レ ンブ ラ ン トの 自画 像 は鏡

像 で はない 。

ゴ ッホの 《イ ーゼ ル の前 の 自画像 》 の構 図 とセ

ザ ンヌの 《パ レッ トを持 っ た画家 の 肖像》(fig.11、

1890年 頃 、 ビ ュル レ ・コ レ クシ ョン） との影 響 関

係 も言及 され るこ とがあ る。 しか し、 リウォル ドが

編纂 した カ タロ グ ・レゾネ(作 品総 目録 ） で はセ

ザ ンヌ作 品 の制作 年代 は1890年 頃 にな ってい る13）。

そ うだ とす れ ば、 ゴ ッホ はセ ザ ンヌ の作 品 を 目に

す る こ とはで きなか った だ ろ う。 セ ザ ンヌの 自画

像 は ゴ ッホ と同 じよ うに、画 面右 辺 にあ る イーゼ

ル を前 に して 立 ち、右 手 でパ レ ッ トを持つ が左 手

はイ ーゼ ル の陰 に な って見 えない 。襟 は 開い てい

るの で襟 の合 せ方 で は鏡 像 で あ るか ど うか を見分

け られ ない 。

〈2点の 自画像 ふ たた び〉

マ ネ が1878-79年 頃 に 描 い た2点 の 自 画 像 は

と もに鏡 像 で あ る。《パ レ ッ トを持 っ た 自画 像 》

(fig.12）は 、右 手 にパ レ ッ トを持 ち左 手 に絵 筆 を

握 り、 襟 も右 側 が左 側 の 上 に重 な る 「男 合 わせ 」

の逆 だ か ら、鏡 像 で あ る こ とは明 白で あ る。 ブ リ

ヂ ス トン美 術 館 の 《(キャ ロ ッ トをか ぶ っ た） 自

画像 》(fig.13） は両手 を腰 に当 て て立 って い る の

で 、パ レ ッ トと絵 筆 で左 右 反転 を判 断 す る こ とは

で きない 。 しか し、襟 の重 ね具 合 と左右 の足 の重

心 の置 き方 か ら、鏡 像 で あ る ことが わか る。 襟 は

右 側 が左 側 の上 に重 な る 「男合 わせ 」の 逆 であ る。

画 中 の画 家 は、左 足 に重 心 を置 き(支 脚 ）、 右 足

を前 方 に 出 して 遊 ばせ て い る(遊 脚 ）。 とこ ろが

現実 の マ ネは 、 この 頃か ら病 魔 が左足 を襲 い始 め 、

つ い に死 を招 くこ とに な る。 現 実世 界 のマ ネが左

足 を支脚 にす る ことはあ り得 ないの であ る。

この時 期 に2点 の 自画 像 を描 い た マ ネ の動 機 と

fig.11

ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ

《パ レ ッ トを 持 っ た 画 家 の

肖像 》1890年 頃 、ビ ュ ル レ・

コ レ ク シ ョン

fig.12

エ ド ゥア ー ル ・マネ

《パ レ ッ トを持 っ た 自 画 像 》

1878-79年 頃 、 個 人 蔵

fig.13

エ ド ゥア ー ル ・マネ

《（キ ャ ロ ッ トを か ぶ っ た ） 自

画 像 》

1878－79年 、

石 橋 財 団 ブ リヂ ス トン美 術 館
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して 、死 を招 くか も しれ ない病 魔 へ の恐 怖 を指摘

す るこ と もで きる14)。そ うだ とす れば、 《パ レッ ト

を持 っ た 自画像 》 はマ ネ の 自負 を表 明 して い るの

だけ なの に対 し、《(キャ ロ ッ トをかぶ った）自画像 》

は 自負 と同 時 に病 魔 へ の恐怖 を も暗示 して い る よ

うに思 え る。

《(キャロ ッ トをか ぶ った）自画像 》の画 家 は 《パ

レ ッ トを持 った 自画 像 》 に比べ る と、 画面 の奥 の

方 に位 置 して い る。 とい う こ とは、《パ レ ッ トを

持 っ た 自画像 》 の画 家 は鏡 に接 近 して立 ち、《(キ

ャ ロ ッ トをか ぶ っ た） 自画像 》 の 画家 は鏡 か らや

や距 離 を置い て立 って い るはず で あ る。 フ リー ド

は、鏡 に接 近 して 立つ 《パ レッ トを持 った 自画像 》

の マ ネは 、見 る こ と と描 くこ と とが ほぼ 同時 に行

わ れ てい る よ うだ、 と言 う。「《パ レッ トを持 っ た

自画像 》 か ら想像 され る こ とは、 マ ネが鏡 の 中 の

反転 した 自 らの姿 に一 瞥 を与 え るや い なや、彼 は

そ の手 と絵 筆 の達 人 的 な行為 に よっ て絵 の具 でそ

れ を描写 した」15)。

フ リー ドは 『マ ネの モ ダニ ズ ム』 のあ る注 記 で

《(キャ ロ ッ トをかぶ った） 自画像 》 につ い て も言

及 してい る16)。フ リー ドは基 本 的 に 《(キャロ ッ ト

をかぶ った） 自画像 》 は鏡 像 で はな い とい う立場

に立 って い るの で、拙 論 とは相 い れ ない。 しか し、

そ の議 論 に は興味 あ る部 分 もあ るので検 証 して お

きたい 。彼 の議論 は次の4点 に要約 されて いる。

(1） 《(キャロ ッ トをか ぶ った ） 自画像 》 の な か

で マ ネは 、 自分 が 自分 自身 を描 く、 とい う行為 を

描写 して い ない。 絵筆 もパ レッ トも持 ってい な い

の で、 この絵 が鏡 像 であ る とい う表 徴 は ない。

(2） 《(キャロ ッ トをか ぶ った ） 自画像 》 の な か

の 全 身像 の 画家 は、 《パ レ ッ トを持 っ た 自画 像 》

の なか の胸 像 の画 家 よ り、 画面 空 間の なか で よ り

深 い位 置 に立 って い る。 この2点 の 自画像 を比 較

してわ か る こ とは、描 く行 為 の描 写 と鏡 像 の装 置

との 関係 は、画 家 が絵 画作 品の面 に接 近 して い る

こ とと関連 す る。 つ ま り、モ デ ル ＝画 家 と絵 画作

品 とは、両 者 が 出会 うこ とが で きる腕 の延 び る範

囲 内 にい る こと関連 す る。

(3） 《(キャロ ッ トをか ぶ った ） 自画 像》 の な か

の モ デル に な って い る人物 （画 家 ）の 位 置 は、彼

が演 じて い る行為 に関係 が あ る。 つ ま り、彼 の前

面 に あ る距 離 とほ ぼ同 じ距 離 にあ る何 ものか を熱

心 に 注視 して い る行 為 に関係 が あ る。(フ リー ド

が 『マ ネの モ ダニ ズ ム』 の なか で論 じて きた仮 説

に従 え ば）、 その 何 もの か は鏡 に映 った 自分 の姿

に ほ か な らな い。 しか し、 彼 の ま な ざ しの 特 徴

は、 奇妙 に も強烈 に集 中的 で、 そ して な に よ り も

批 判 的 で あ る。 そ の ま な ざ しは、彼 が見 つ め てい
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るの はエ ボ ー シュの状 態 の絵 その もので は ない の

か 、 とい うこ とを暗示 す る。そ れ は次 の ような意

味 だ。 この2番 目の作 品(エ ボ ー シュ の状 態 の絵 ）

は、絵 が仮 想 の鏡 と取 り替 わ った(一 般 的 な鏡像

に よる 肖像 画 の基 本 的 な構 造） の で は な く、絵 が

仮想 の鏡 を浸 食 した、 あ るい は、 い わば否 定 した、

とい う意 味だ。 言 い換 え れ ば、《(キャ ロ ッ トをか

ぶ った） 自画像 》 の なか のマ ネ は、 あた か も見 る

とい う行 為 を表 そ うと してい るの だ。 見 る とい う

行 為 は、 画家 ＝モ デル が鏡 の なか の 自分 自身の姿

に集 中す る の とは異 なる絵 画 の企 て に、本 質 的 に

属 して い る。 この鏡 の なかの 自分 自身の姿 は、(フ

リー ドが 『マ ネ のモ ダ ニズ ム』 の なか で論 じて き

た よ うに）、 マ ネ の世 代 が模 範 的 な意 味 を与 え た

もので あ り、マ ネ自身 も《パ レッ トを持 った 自画像 》

で 実現 した もの で あ る。 マ ネ は次 の こ とに気 づ い

たの か も しれ ない。 見 る とい う行為 を表 す ため に

は、 自分 自身 を描 くとい う行為 は避 け、代 わ りに、

比 較 的距 離 を とっ て、個 人 の感 情 を帯 びな い判 断

を示 す よ うな まな ざ しを喚 起す べ きだ とい う こ と

を。 こ の ま な ざ しに よ って、(モ デ ル と して の マ

ネで は な く） 画家 と しての マ ネ は、制作 中の作 品

に接 近 す る こ とがで きるの だ。 そ して、 この まな

ざ しは鏡像 で は明 らか に され ない だ ろ う、 とい う

こ とは強調 され な けれ ば な らな い。(こ の2点 の 自

画像 の うち どち らが 先 に描 か れた か は明確 には言

えな い。私(フ リー ド） の 理解 で は、 《(キャロ ッ

トを かぶ っ た） 自画 像 》 は、 た とえ 《パ レッ トを

持 っ た 自画像 》 その もので は ない と して も、鏡 像

に よる 自画像 の先 行作 品が と もか く存 在 して い る

こ とを前 提 に してい る。 因み に、「後 続」作 品 （《(キ

ャロ ッ トをか ぶ った ） 自画 像 》） の 明 らか に未 完

成 な状 態 は、描 くとい う行為 が まだ完 成 して い な

い とい うこ と を暗 示 す る こ とに よって 、批 判 的 な

まな ざ しとい うテーマ を強 調 して いる）。

(4） この2点 の 自画 像 に見 られ る深 い構 造上 の

対 立 は、《パ レ ッ トを持 った 自画像 》 の 当世 風 の

黒 い山 高帽 と 《（キ ャロ ッ トをか ぶ った ） 自画像 》

の予 想外 の キ ャロ ッ トとい う帽子 の 違 い に よって 、

さら に強調 され る。前 者 は 自分 の画 室 にお け る私

的 な生活 だが、 後者 は対照 的 に彼 の 肖像 の社 会 性

を示 してい る。 この こ とは、 ここで 論 じた よ うに

見 るとい う行 為 をテ ーマ化 す るの に役立 つ。

以 上が フ リー ドの議 論 であ る。 この議 論 は、《パ

レ ッ トを持 った 自画像 》 は鏡 像 だが ブ リヂ ス トン

美術 館 の 《(キャロ ッ トをか ぶ っ た） 自画 像 》 は

鏡 像 で は ない 、 とい う仮 説 に基 づ い て い る。 《パ

レッ トを持 っ た 自画像 》 が鏡 像 であ る こ との根 拠

の ひ とつ は、パ レ ッ トと絵 筆 が通 常 の場 合 の左 右



の手 とは反 対 の手 に あ る こ とで あ る。 しか し、 ブ

リヂ ス ト ン美 術 館 の 《(キャ ロ ッ トを か ぶ った ）

自画 像 》 はパ レ ッ トと絵 筆 を もっ てい な いの で、

左 右 が反転 して いる こ と(つ ま り鏡 像 で あ るこ と）

が 明示 されて な い、 と結 論付 けて い る。 だが 、 こ

の フ リー ドの結 論 は事 実 誤認 に基 づ い てい る と思

う。 す で に述べ た よ うに、右 襟 と左 襟 の重 ね具 合

と左 右 の足 の 重心 の 置 き方 か ら、 ブ リヂ ス トン美

術 館 の 《(キャ ロ ッ トを かぶ った ） 自画像 》 が 鏡

像 であ る こ とは明 らかで あ る。

事 実 誤認 が あ る に して もフ リー ドの 議論 には興

味 あ る部 分 があ る。(a） 鏡 とモ デ ル ＝画家 との あ

い だ の 距 離 の 問題 、 お よび(b） 描 か れ た モ デ ル

＝画家 の まな ざ しの問題 で あ る。《(キャロ ッ トを

か ぶ った ） 自画像 》 が鏡 像 で あ る とい う立 場 か ら、

フ リー ドの この ふた つの 指摘 を検証 してお こう。

(a）鏡 とモ デ ル ＝画家 とのあ い だの距離 の 問題

フ リー ドの議 論 に従 えば 、《パ レ ッ トを持 っ た

自画像 》 の場 合 には、 画架 の 上 に載せ られ た カ ン

ヴ ァは 、画 家 の右脇 ない しは左 脇 に、並 んで置 か

れ てい る。 画家 は 目の前 に 置か れ た 「鏡 の 中 の反

転 した 自 らの 姿 に一 瞥 を与 え るや い なや、 彼 はそ

の手 と絵 筆 の 達 人的 な行 為 に よ って絵 の具 で(す

ぐ脇 に置 かれ た カ ンヴ ァス の上 に)そ れ を描写 し

た 」 は ず で あ る。 そ の た め に は、 「モ デ ル ＝画 家

と絵 画 作 品 とは、 両者 が 出会 う こ とが で きる腕 の

延 び る範 囲 内 にい るこ と」17)が重要 にな る。 しか し、

《(キャロ ッ トをか ぶ った ） 自画像 》 で も、 画家 は

自分 の右 脇 ない しは左 脇 に、 画架 の 上 に乗 せ られ

た カ ンヴ ァス を、並 べ て 置 くこ とが で きる。描 く

とい う行 為 だけ に注意 を向 けれ ば、 鏡 と自分 との

あ い だ の距 離 は、《パ レッ トを持 っ た 自画 像 》 の

場合 の よ うに、必 ず しも近接 して いる必 要 はな い。

(b） 描 か れたモ デ ル ＝画 家の まな ざ しの問 題

フ リー ドの 議論 に従 えば 、《(キャ ロ ッ トをかぶ

った） 自画 像 》 の場合 には 、鏡 が画 家 か ら離 れ た

距離 にあ るか ら、鏡 に映 った 自分 の像 を見 る のは

《パ レ ッ トを持 った 自画 像 》 の 場合 よ り困難 が と

もな う。 しか し、 そ うで あ れ ば、《(キャ ロ ッ トを

かぶ っ た） 自画 像 》 の 目つ きが やや 険 しい の はそ

のた め だ と考 え られ る。

フ リー ドは 次の よ うに仮 定 した。鏡 に接 近 して

立つ 《パ レ ッ トを持 った 自画 像 》 は、見 る こ とと

描 くこ と とを同時 に表 現 してい る。 一 方、 鏡 か ら

離 れて立 つ 《(キャロ ッ トをかぶ った ） 自画像 》 は、

描 く行為 で はな く見 る行 為 を表 現 して い る。 さ ら

に フ リー ドは、 この2点 の 自画 像 に よっ て描 く行

為 と見 る行 為 とを対比 させ よ う と した た め に、次

の ような結 論 に な って しまっ たの だ。《(キャロ ッ

トをかぶ った） 自画 像 》 は鏡像 で はな く、 また モ

デル ＝画 家が 見 つ めて い るの は鏡 に映 った 自分 の

姿 で は な くエ ボー シ ュ状 態 の描 きか けの 絵 だ、 と

い う結 論 であ る。

《(キャ ロ ッ トをか ぶ っ た） 自画 像》 は鏡像 で あ

る と筆者 は結 論 したが 、 その場 合 で もまだ い くつ

か の問 題 点 が残 って い る。 この2点 の 自画 像 の 制

作 順 序 、2点 の 自画像 の 帽子(当 世 風 の 黒 い 山高

帽 とキ ャロ ッ ト） の違 い な ど。 こう した問 題が あ

る にせ よ、 ブ リヂ ス トン美 術 館 の 《(キャ ロ ッ ト

をか ぶ った ） 自画 像 》 が 鏡 像 で あ る こ と、 また

1880年 前 後 の マ ネが 自分 をパ リの画 家 と して 「最

高 の高 み に登 っ た」 とい う意 識 と共 に、死 に至 る

病魔 に襲 われ て い る とい う恐 怖 感 を も、 同時 に表

明 した作 品 であ る こ とは疑 い得 ない。

〈鏡 像 と しての 自画像 〉

石 橋財 団所蔵 の 自画像 の なか に鏡 像 で あ る こ と

が 明 白な作 品 が あ る。小 出楢 重 《帽 子 を かぶ っ た

自画像》(fig.14、1924年） と坂 本繁 二郎 《自画鏡 像 》

(fig.15、1929年 ） であ る。小 出楢 重 は1921年 に6カ

月 間 フ ラ ンス に旅行 、1923年 に関東 大震 災 に遭遇

した。 この 自画像 はそ の翌 年 の制作 。左 手 で絵 筆

を握 り右 手 にパ レ ッ トを も ってい る ので 、鏡 像 で

あ る こ とは確 か で ある。坂 本 繁二 郎の 《自画鏡 像 》

は、 タ イ トル と襟 の重 ね 方か ら鏡 像 で あ る こ とは

明 白。 坂本 に は もう1点 《自像 》(1923－30年 ） が

あ るが 、 これ に は鏡 像 で あ る こ とを示す 明 白 な表

徴 は な い。《自画鏡 像 》 は この 自画像 の制 作 期 間

中 の最 後 の方 で描 かれ た もの だろ う。

fig.14

小 出楢重 《帽子 をかぶった 自画像》1924年 、

石橋財 団ブ リヂス トン美術館
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藤 島武 二 《自画 像》(1903年 頃）、青 木 繁 《自画 像》

(1903年 ）、 そ れ にセザ ンヌ の振 り向い て い る 《帽

子 をかぶ った 自画 像》(fig.16、1890-94年 頃） も鏡

像 であ る可 能性 が 高 いが 、 もはや こ こで詳 論 す る

余裕 は ない。

fig.15

坂本繁二郎 《自画鏡 像》1929年 、

石橋財 団石橋美術館 ）

fig.16

ポール ・セザ ンヌ 《帽子 をかぶ った自画像 》

1890-94年 頃、石橋 財団ブ リヂス トン美術館 ）
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